
1 

 

東邦大学医学部 
卒後臨床研修／生涯教育センター 

 
2024 年度 東邦大学医学部卒業生の 

初期臨床研修先へのアンケート調査結果報告 
 
 東邦大学医学部では、本学卒業生の初期臨床研修先へのアンケート調査を実施し、本学卒業生が、東邦

大学の人材養成、教育研究上の目的とディプロマ・ポリシー（卒業時に身につけるべき能力）に基づいて

「より良き臨床医」として成長しているかを把握することで、東邦大学医学部の医学教育プログラムの 

改善に役立てています。 
 
＜アンケート調査概要＞ 
1．調査目的 
  東邦大学医学部の医学教育プログラム評価のため 
 
2．調査期間 
  2024 年 8 月～9 月 
 
3．調査対象者 
  入職 1 年目（2024 年 4 月入職）の、本学を卒業した初期研修医。対象の研修医を指導医、メンター等 

 が評価する。 
 
4．調査方法 
  東邦大学 3 病院の研修管理部門、他大学病院の卒後臨床研修センターあるいは臨床研修病院の研修プ 
   ログラム責任者等に依頼し、対象者の指導医、メンター等に Google form で評価・回答していただく。 
 
5．回答方法 
  本学卒業の初期研修医 1 年目に対して、DP1～DP6 の項目で 5 段階評価（よくできている：5、できて 
   いる：4、許容できる：3、できていない：2、まったくできていない：1）を入力していただく。 
 
 
＜2024 年度の対象施設数・卒業生数・回答率＞ 
 
1 年目初期研修医に対する指導医・メンターからの評価の状況 

研修病院種別 病院数 調査対象者数 回答数 回答率 
東邦大学医療センター 3 43 27 62.8％ 
他大学附属病院 25 36 8 22.2％ 
連携病院 4 5 5 100.0％ 
臨床研修病院 37 40 27 67.5％ 

合計 69 124 67 54.0％ 
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＜2024 年度の調査内容＞ 
 
「2024 年度 東邦大学医学部卒業生の初期臨床研修先へのアンケート調査」 
DP1-1 医学的知識 本学の卒業生は、十分な医学的（基礎的・臨床的・

社会医学的）知識を修得できていると思われます

か。 

各項目において 5 段階評価

を付けていただく。 
 
5（よくできている） 
4（できている） 
3（許容できる） 
2（できていない） 
1（まったくできていない） 

DP1-2 医学的知識 本学の卒業生は、適切な臨床推論に基づいて診療

ができていると思われますか。 
DP2-1 実践能力 本学の卒業生は、社会人としてふさわしい態度を

とることができていると思われますか（メディカ

ルスタッフとのコミュニケーション、ルールの厳

守など）。 
DP2-2 実践能力 本学の卒業生は、適切な診療を行うための、基本

手技（身体診察、基本処置）ができていると思わ

れますか。 
DP3-1 患者対応能力 本学の卒業生は、患者から信頼を得るコミュニケ

ーションがとれていると思われますか。 
DP3-2 患者対応能力 
 

本学の卒業生は、患者の意志を十分尊重している

と思われますか。 
DP4-1 科学的探究心 本学の卒業生は、患者の問題点を自ら（最新のガ

イドライン、論文検索などにより）追求できてい

ると思われますか。 
DP4-2 科学的探究心 本学の卒業生は、自己研鑽を続ける行動（学会発

表、専門医取得の準備など）ができていると思わ

れますか。 
DP5-1 社会・地域への

貢献 
本学の卒業生は、医療資源（保健・福祉・医療）

を理解し、適切に連携できていると思われます   
か。 

DP5-2 社会・地域への

貢献 
本学の卒業生は、地域医療に参加し、プライマリ・

ケアや予防医学を実践できていると思われます

か。 
DP6-1 国際性 本学の卒業生は、患者の背景（人種、文化、

LGBTQ、宗教、貧困など）に十分配慮した医療が

実践できていると思われますか。 
DP6-2 国際性 本学の卒業生は、英語による、医療情報の取得お

よび医療の実践ができていると思われますか。 
その他 本学の卒業生を見て、本学の教育を充実・改善し

た方が良いと思われる事項がありましたらご記

載ください。 

自由記載 
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＜2024 年度の結果＞ 
 
DP1-1 医学的知識  
本学の卒業生は、十分な医学的（基礎的・臨床的・社会医学的）知識を修得できていると思われますか。 

 
 
DP1-2 医学的知識 
本学の卒業生は、適切な臨床推論に基づいて診療ができていると思われますか。 

 
 
DP2-1 実践能力 
本学の卒業生は、社会人としてふさわしい態度をとることができていると思われますか（メディカル    
スタッフとのコミュニケーション、ルールの厳守など）。 

 
 
 

25.4%

52.2%

22.4% 評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

14.9%

59.7%

23.9%

1.5%

評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

46.3%

44.8%

9.0% 評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）
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DP2-2 実践能力 
本学の卒業生は、適切な診療を行うための、基本手技（身体診察、基本処置）ができていると思われます

か。 

 
 
DP3-1 患者対応能力 
本学の卒業生は、患者から信頼を得るコミュニケーションがとれていると思われますか。 

 
 
DP3-2 患者対応能力 
本学の卒業生は、患者の意志を十分尊重していると思われますか。 

 
 
 
 

23.9%

47.8%

28.4%
評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

31.3%

52.2%

16.4% 評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

31.3%

55.2%

13.4% 評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）
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DP4-1 科学的探究心 
本学の卒業生は、患者の問題点を自ら（最新のガイドライン、論文検索などにより）追求できていると    
思われますか。 

 
 
DP4-2 科学的探究心 
本学の卒業生は、自己研鑽を続ける行動（学会発表、専門医取得の準備など）ができていると思われます

か。 

 
 
DP5-1 社会・地域への貢献 
本学の卒業生は、医療資源（保健・福祉・医療）を理解し、適切に連携できていると思われますか。 

 
 
 

14.9%

40.3%

35.8%

9.0%
評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

14.9%

41.8%

37.3%

6.0%

評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

10.4%

49.3%

37.3%

3.0%

評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）
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DP5-2 社会・地域への貢献 
本学の卒業生は、地域医療に参加し、プライマリ・ケアや予防医学を実践できていると思われますか。 

 
 
DP6-1 国際性 
本学の卒業生は、患者の背景（人種、文化、LGBTQ、宗教、貧困など）に十分配慮した医療が実践できて

いると思われますか。 

 
 
DP6-2 国際性 
本学の卒業生は、英語による、医療情報の取得および医療の実践ができていると思われますか。 

 
 
 
 

10.4%

52.2%

35.8%

1.5%

評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

6.0%

59.7%

31.3%

3.0%

評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）

3.0%

43.3%
49.3%

4.5%

評価：５（よくできている）

評価：４（できている）

評価：３（許容できる）

評価：２（できていない）

評価：１（まったくできていない）
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その他 
本学の卒業生を見て、本学の教育を充実・改善した方が良いと思われる事項がありましたらご記載くださ

い（自由記載）。 
 

東邦大学を卒業され当院に初期研修医として採用された先生は今まで 2名です。現在、医師 1年目の渡
邉晟人先生と医師 5 年目の中野順之佑先生（→当院で初期研修後は当院の内科専門研修プログラムに入
り現在循環器内科医として修業中）ですが、2 人ともやる気・向上心・協調性がありますし後輩の面倒
見も良く多職種とのコミュニケーション能力も高いです。東邦大学は素晴らしい学生教育をされている
と思います。 

この時期での上記評価はやや時期尚早な印象がございます。Likert scale の中に「評価不能」の項目を設
けていただくと助かります。今回はあえて殆どの項目に「３」をつけさせていただきました。 

サッカー部出身でガッツもあり非常によくやっております。循環器内科志望です。 

よく頑張っています。特に問題ないと思います。 

まだ観察期間が短く、評価しにくい項目があります。 

熱心に研修しています。取り組む姿勢は素晴らしいと思います。 

研修開始直後の担当のため正確な評価は難しいが、アカデミックな分野への興味が持てるような教育を
充実させることがよいと思われた。 

基礎はできていると思われますので、これからの成長次第と思われます。 

特にありません。（2 名） 

 


